
4
April

今月号の主な内容
2011■ 広報たかぎ

　・22年国調　人口減少に歯止め  …２面

　・野生鳥獣被害防護柵設置事業  ……３面

　・65歳以上の方の介護保険料が変わります  …４面

　・富田「楽珍会」が大賞受賞  …………５面

　・2010喬木村風景写真コンテスト  …６・７面

　・犬の登録・狂犬病予防注射日程  …８面

　・お知らせ版  ……………………９・１０面

■ 健康アップＰＰＫ  ……………１１面

■ 学校だより　中学校  …………１２面

■ 社協だより ひなたぼっこ  …１３面

■ くりんネットたかぎ  …………１４面

３月１日 北保育園幼年消防クラブの皆さんが、第一社階体育館前で３月１日　北保育園幼年消防クラブの皆さんが、第一社階体育館前で
防火広報を行いました。手作りの旗をふり、精一杯大きな声で防火広報を防火広報を行いました。手作りの旗をふり、精一杯大きな声で防火広報を
呼びかけました。呼びかけました。
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昨
年
一
〇
月
一
日
に
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
た
平
成
二
二
年
国
勢
調

査
の
速
報
が
発
表
さ
れ
、
喬
木
村

の
人
口
が
六
、
六
九
三
人
と
な
り

ま
し
た
。
前
回
一
七
年
国
調
に
比

べ
二
一
九
人
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
が
、
前
回
結
果
を
基
に
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
行
っ

た
人
口
予
測
で
は
六
、
六
五
五
人

と
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
三
八

人
予
測
を
上
回
る
結
果
と
な
り
、

人
口
減
少
に
一
定
の
歯
止
め
が
か

か
っ
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
原

因
に
つ
い
て
の
分
析
は
こ
れ
か
ら

と
な
り
ま
す
が
、
住
宅
団
地
の
分

譲
等
を
中
心
に
、
村
の
人
口
増
加

対
策
の
成
果
が
現
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

年
国
調
時
に
は
人
口
七
、〇
八
九
人

と
七
千
人
を
維
持
し
て
い
ま
し
た

か
ら
、
十
年
間
に
六
％
、
約
四
〇

〇
人
の
人
口
減
が
生
じ
て
い
ま
す
。

年
齢
階
層
別
に
見
る
と
、
〇
歳
か

ら
一
四
歳
ま
で
の
年
少
人
口
は
一

三
二
人
（
一
三
％
）
の
減
、
一
五

歳
か
ら
六
四
歳
の
労
働
人
口
は
三

三
三
人
（
八
％
）
の
減
に
対
し
、

六
五
歳
以
上
の
高
齢
人
口
は
六
九

人
の
増
と
な
り
、
結
果
と
し
て
高

齢
化
率
は
二
七
・
五
％
か
ら
三
〇
・

二
％
へ
と
二
・
七
ポ
イ
ン
ト
の
上

昇
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
二
年
国
調
か
ら
今
回
国
調
ま

で
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
村
の
将
来

人
口
を
予
測
す
る
と（
最
小
二
乗
法

に
よ
る
推
計
）、五
年
後
に
は
六
、

五
〇
二
人（
一
九
一
人
減
）一
〇
年

後
に
は
六
、三
〇
四
人（
三
八
九
人

減
）と
な
り
、
高
齢
化
率
も
十
年

後
は
三
三
・
三
％
を
予
測
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
方
法
で
村
内
八
区
の
人
口

を
予
測
す
る
と
、
阿
島
や
伊
久
間

な
ど
下
段
地
区
で
は
大
き
な
人
口

減
少
が
見
ら
れ
な
い
反
面
、
そ
れ

以
外
の
区
で
は
人
口
減
少
が
続
く

見
込
と
な
り
、
特
に
大
島
や
氏
乗

に
お
い
て
は
大
き
な
人
口
減
少
が

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
第
四
次
喬
木
村
総

合
振
興
計
画
（
平
成
一
八
年
度－

二
七
年
度
）
の
後
期
計
画
ス
タ
ー

ト
の
一
年
目
に
な
り
ま
す
。
後
期

計
画
の
目
標
は
「
社
会
の
変
化
に

対
応
で
き
る
む
ら
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
」
で
す
が
、

予
想
さ
れ
る
最
大
の
社
会
変
化
を

人
口
減
少
・
高
齢
化
と
捉
え
計
画

策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で

日
本
で
も
、
世
界
で
も
経
験
の
な

い
こ
う
し
た
事
態
に
ど
う
対
応
し

安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

を
作
り
出
し
て
い
く
の
か
。
い
よ

い
よ
地
域
協
働
の
本
領
発
揮
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

増
え
る
高
齢
人
口

年
少
・
労
働
人
口
は
減
少

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ

た
と
は
い
う
も
の
の
、
人
口
減
少

は
続
い
て
お
り
、
十
年
前
の
一
二

人
口
横
ば
い
の
下
段
地
区

山
間
地
区
は
人
口
減
少
続
く
予
測

人
口
減
少
・
高
齢
化
が

四
次
振
興
計
画（
後
期
）の

大
き
な
テ
ー
マ

Ｈ３２予測Ｈ２７予測Ｈ２２地区別

▲   192,816▲   112,8242,835阿 島

▲   771,162▲   361,2031,239小 川

▲     91,137▲     51,1411,146伊 久 間

▲ 114703▲   54763817富 田

▲   25148▲   14159173大 和 知

▲   58130▲   28160188氏 乗

▲   5940▲   316899大 島

▲   28168▲   12184196加 々 須

▲ 3896,304▲ 1916,5026,693合計

地区別人口の予測 （最少二乗法による人口予測）

※右欄はＨ２２に対する増減

Ｈ３２予測Ｈ２７予測Ｈ２２Ｈ１７Ｈ１２階層別

▲ 140737▲   718068779501,0090-14歳

▲ 3283,467▲ 1673,6283,7953,9844,12815-64歳

792,100472,0682,0211,9781,95265歳-

▲ 3896,304▲ 1916,5026,6936,9127,089合計

年齢階層別人口の予測 （最少二乗法による人口予測）

※右欄はＨ２２に対する増減
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　野生鳥獣による農林産物及び住民生活への被害防止対策のため、喬木村野生鳥獣被害対策協議会

を設立し、検討を進めてきた防護柵設置事業が今年度竣工します。

（約100mおきに門扉が設置されます）

【概　要】

延長：約１６�　　高さ：約２�

【協議会構成員】

喬木村、喬木村議会、８区及び自治会、

財産区、ＪＡ、園協、森林組合、

農業改良普及センター、農業委員会、

猟友会、鳥獣保護委員

【住民の皆様にご協力頂く事】

　防護柵の設置後に最も重要な事は維持管理です。野生の獣は防護柵

を乗り越えるために地面に穴を空けたり、柵を倒壊して侵入してきま

す。この他、倒木による破損箇所なども、獣の侵入路となります。こ

れらを定期的に修繕しなくては、防護柵の効果は十分に発揮されませ

ん。

　そこで、協議会にて検討を重ねた結果、住民により維持管理される

事に被害対策の意義があるとして、年に２回～４回程度の見回りを全

村協力のもと、実施する事が決定されました。

（柵外側にできた獣道と、地面の穴）

■年間の修繕費、日当等 ： 55万円（１世帯当たり267円）

■見回り人数 ： １回当たり24人

これらは見込み値であり随時検討する事としておりますが、当面

は８区及び自治会を通し、住民の皆様にご協力を賜りますようお

願い致します。
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　介護保険制度は、介護を要する状態となっても、できる限り自宅で自立した日常生活を送れるように、必要

な介護サービスを総合的・一体的に提供することを目的とし、誰にでも起こり得ることから、自己責任の原則

と社会的連携の精神にもとづき、40歳以上の全国民で支えています。

　介護保険料は、40歳～64歳まで（２号被保険者）の方は、現在加入しています医療保険に付加されていま

す。65歳以上（１号被保険者）の方は、喬木村へ特別徴収または普通徴収により直接納付いただいています。

　皆さんの保険料が介護保険を支えています。ご理解とご協力をお願いします。

 保険料基準月額 　平成22年度 3,800円　�　平成23年度 3,900円

☆介護保険料の所得段階表（23年度中に納めていただく金額）

●４ ●月 ●の ●健 ●康 ●体 ●操 ●教 ●室 
はつらつ元気に、健康維持

自分の身体は自分で守ろう！
次の各会場で行います。どなたでも気軽に
ご参加いただけますので、是非お越し下さい。

その他健康体操教室
福祉センター午後７時半～４月９日（土）

福祉センター午前１０時半～４月２３日（土）

水中体操教室　※持ち物　水着、キャップ、入場料４００円

ほっ湯アップル午前１０時～

４月１日（金）ゆっくりコース

４月８日（金）ゆっくり歩こうコース

４月１５日（金）はつらつコース

 お問い合わせ先  　役場  住民課包括支援係　�33-1120

定例介護者の会のおしらせ
福祉センター午前１０時半～４月２３日（土）

午後１時半～午前10時～日　時

大和知公民館南農事集会所４月４日（月）

帰牛原公民館北コミュニティ消防センター４月６日（水）

上平集落センター伊久間農産物加工センター４月１１日（月）

氏乗集落センター馬場伝承館４月１３日（水）

加々須区民会館宮本公民館４月１８日（月）

寺の前集落センター阿島傘伝承館４月２０日（水）

大島公民館田上川消防センター４月２５日（月）

富田陶芸館第一公民館４月２７日（水）

65歳以上の方の介護保険料が変わります65歳以上の方の介護保険料が変わります

 お問い合せ先 　 住民課 福祉係 　 �33－5123 

からだバランスアップ教室参加者募集
　４月５日（火）より、「からだバラ

ンスアップ教室」を開催いたしま

す。普段なかなか運動が行えない方、

これから運動を始めようと思ってい

る方、是非積極的ご参加下さい。

○場　　　所　中央社会体育館

○時　　　間　午前10時15分から

○講　　　師　宮澤　繁美先生（健康運動指導士）

○内　　　容　ウォーキングの基本、筋力アッ

プ、バランスUPのための体

操などを行います。

○定　　　員　25名

○申し込み先　役場住民課包括支援係

　　　　　　　�33－1120

上段　年額
（下段 月額）

保険料率対　象　と　な　る　方所得段階

23,400円
（1,950円）

基準額
×0.5

生活保護の受給者世帯全員が住民税非課税または老齢福祉年金受給者第１段階

23,400円
（1,950円）

基準額
×0.5

世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下第２段階

35,100円
（2,925円）

基準額
×0.75

世帯全員が住民税非課税で、第１段階・第２段階以外第３段階

46,800円
（3,900円）

基準額
×1.0

本人は住民税非課税であるが、同居の世帯員の中に住民税課税者がいる第４段階

58,500円
（4,875円）

基準額
×1.25

本人が住民税課税で年間の合計所得金額が200万円未満第５段階

70,200円
（5,850円）

基準額
×1.5

本人が住民税課税で年間の合計所得金額が200万円以上500万円未満第６段階

81,900円
（6,825円）

基準額
×1.75

本人が住民税課税で年間の合計所得金額が500万円以上第７段階
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学
校
支
援
事
業
実
施
に
つ
い
て

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

－

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
は－

＊
学
校
で
子
ど
も
と
一
緒
に
学
習

活
動
を
し
、
人
と
人
と
の
学
び

合
い
や
交
流
を
深
め
る
生
涯
学

習
の
機
会
に

＊
地
域
の
大
人
の
経
験
や
専
門
の

力
を
子
ど
も
の
た
め
に
生
か
し

育
て
る
場
に

＊
で
き
る
時
に
、
で
き
る
事
で
支

援
を
し
、
学
校
と
地
域
で
子
ど

も
の
教
育
向
上
に

【
内
容
例
】

・ 
子
ど
も
達
と
花
壇
づ
く
り
や
田

や
畑
づ
く
り

・
読
書
会
や
読
み
聞
か
せ

・ 
昔
の
遊
び
や
伝
承
技
能
の
伝
達

・
校
庭
の
草
取
り
庭
木
の
手
入
れ

・
学
習
活
動
の
指
導
支
援

・
学
校
行
事
な
ど
の
安
全
管
理

・
通
学
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
見
守
り

・
部
活
動
の
指
導
支
援

・
カ
ミ
カ
ミ
セ
ン
サ
ー
支
援
等

　

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、

連
絡
・
相
談
・
調
整
に
当
た
り
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
希
望
の
方

は
教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

喬
木
村
教
育
委
員
会

　

�
３
３－

２
０
０
２

学習活動の支援

行事の安全支援

カミカミセンサー支援

部活動支援

　

下
伊
那
地
方
事
務
所
が
主
催

す
る
同
賞
は
、
今
年
で
五
回
目

と
な
り
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に

負
け
ず
、地
域
の
個
性
や
魅
力
、

特
性
を
生
か
し
て
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
個
人
や
団

体
を
た
た
え
る
、「
南
信
州
地

域
づ
く
り
大
賞
」
の
「
地
域
経

済
活
性
化
部
門
」
で
、
富
田
楽

珍
会
が
大
賞
に
あ
た
る
知
事
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
富
田
楽
珍
会
会

長
の
前
澤
さ
ん
は
、「
こ
れ
か

ら
も
お
客
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
楽

珍
会
で
あ
り
た
い
し
、
生
産
者

に
も
活
性
化
を
与
え
ら
れ
る
よ

う
な
楽
珍
会
で
あ
り
た
い
。」

と
話
し
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
タ
レ
ン
ト
の
峰
竜

太
さ
ん
も
出
席
さ
れ
授
賞
式
の

あ
と
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
式
が
、

二
月
一
八
日（
金
）飯

田
合
同
庁
舎
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

富
田
楽
珍
会
は
、

定
年
退
職
者
ら
が
中

心
と
な
っ
て
組
織
さ

れ
た
団
体
で
、
遊
休

農
地
の
利
活
用
や
農

産
物
直
売
所
「
楽
珍

館
」
を
建
設
し
、
野

菜
な
ど
を
販
売
、
地

域
の
園
児
や
児
童
と

も
収
穫
体
験
等
に
よ

り
交
流
を
深
め
る
な

ど
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

富
田「
楽
珍
会
」が「
南
信
州
地
域
づ
く
り
大
賞
」で

知
事
賞
で
あ
る
大
賞（
地
域
活
性
化
部
門
）を
受
賞
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第
一
五
回
目
を
迎
え
た
喬
木
村
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式

が
三
月
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

飯田市　鳴 海 寿 勇 様
「ふるさと祭りの夜」

特賞

総
評　

昨
年
ま
で
は
日
本
の
原
風

景
と
し
て
の
喬
木
村
を
題
材
に
し

た
作
品
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

今
年
は
に
ぎ
や
か
な
喬
木
村
で
お

祭
り
の
作
品
な
ど
に
い
い
作
品
が

多
か
っ
た
。
こ
れ
は
不
景
気
な
ど

で
世
の
中
が
沈
ん
で
い
る
と
き
に

「
活
」
が
入
っ
た
よ
う
で
好
感
を

持
ち
ま
し
た
。
写
真
を
撮
る
と
い

う
こ
と
は
イ
コ
ー
ル
自
分
の
気
持

ち
を
そ
の
世
界
に
託
し
て
作
画
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
逆
に
、

眼
前
の
世
界
が
自
分
を
奮
い
立
た

喬
木
村
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

審
査
結
果
な
ら
び
に
講
評

長
野
県
写
真
連
盟　

南　

島　
　
　

孝

ル
で
展
示
を
行
い
ま
す
。
ど
の
写

真
に
も
喬
木
ら
し
さ
が
出
て
お
り
、

見
応
え
の
あ
る
作
品
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
二
三
年
度
も
引
き
続
き
風

景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま

す
。
普
段
撮
っ
て
い
る
写
真
の
中

に
も
、
心
に
残
る
風
景
、
感
動
す

る
自
然
な
ど
、
四
季
を
通
じ
て
多

く
の
被
写
体
が
あ
り
ま
す
。
レ
ン

ズ
を
と
お
し
て
村
を
再
認
識
し
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
皆
さ
ん

か
ら
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

県
内
外
か
ら
一
六
人
計
三
一
点

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
全
作
品
は

一
月
五
日
か
ら
三
一
日
ま
で
椋
鳩

十
記
念
図
書
館
村
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

審
査
を
行
い
一
〇
点
の
作
品
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
村
外
者

か
ら
の
応
募
も
多
く
、
ま
た
高
校

生
か
ら
の
応
募
も
あ
り
、
村
へ
の

関
心
度
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

伺
わ
れ
ま
す
。

　

入
賞
作
品
は
、
三
月
一
四
日
か

ら
二
五
日
ま
で
長
野
市
に
あ
る
長

野
県
自
治
会
館
エ
ン
ト
ラ
ス
ホ
ー

場
所
で
、
飯
田
の
市
街
地
と
は
天

竜
川
の
東
と
し
て
趣
が
異
な
り
ま

す
。
撮
影
に
行
っ
た
ら
、「
喬
木
村
」

と
話
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
自

分
の
再
発
見
に
つ
な
が
る
場
所
の

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

第
一
五
回
目
を
迎
え
た
喬
木
村

風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式

が
三
月
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
県
が
以
外
か
ら
一
六
名

計
三
一
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

全
作
品
は
一
月
五
日
か
ら
三
一
日

ま
で
椋
鳩
十
記
念
館
村
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
審
査
を
行
い
一
〇
点
の
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
三
月
一
四
日
か
ら

二
十
五
日
ま
で
長
野
市
内
に
あ
る

長
野
県
自
治
会
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
で
展
示
を
行
い
ま
す
。
ど

の
写
真
に
も
喬
木
ら
し
さ
が
出
て

お
り
、見
応
え
の
あ
る
作
品
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
二
三
年
度
も
引
き
続
き
風

景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

日
頃
何
気
な
く
撮
っ
た
写
真
に
も

プ
リ
ン
ト
し
て
み
る
と
、
思
い
が

け
な
い
喬
木
村
の
自
然
に
十
分
に

詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

せ
る
よ
う
に

教
え
て
く
れ

る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
喬

木
村
は
そ
う

し
た
メ
ン
タ

ル
な
部
分
に

大
き
く
作
用

す
る
場
所
で

す
。
原

風

景
と
し
て
の

風
情
を
大
き

く
残
し
な
が

ら
、
そ
こ
で

生
活
し
働
き

遊
ぶ
。
す
べ

て
が
揃
っ
た

2010
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２０１０喬木村風景写真コンテスト入賞者
特　賞
飯田市　鳴海　寿勇 様　「ふるさと祭りの夜」
優秀賞
飯田市　細沢　勝義 様　「秋の氏乗しだれ桜」
入　選
喬木村　池田　好彦 様　「落日」
飯田市　塩澤　政人 様　「参拝」
喬木村　筒井　政美 様　「秋祭り」
特別賞（村長推薦）
飯田市　宮内　　勲 様　「クリン草まつり」
岐阜県　青木　孝義 様　「藤そそぐ」
飯田市　熊谷　翔太 様　「阿島交差点の灯り」
喬木村　城下　圭一 様　「朝の校庭」
喬木村　原　　　一 様　「新春の願い・無病息災」

優
秀
賞
飯
田
市　

細
沢
勝
義
様

　
　

「
秋
の
氏
乗
し
だ
れ
桜
」

飯田市　塩 澤 政 人 様
　　「参拝」

入　選

入賞者の皆さん

入　

選
喬
木
村　

池
田
好
彦
様

　
　

「
落
日
」

入　

選
喬
木
村　

筒
井
政
美
様

　
　

「
秋
祭
り
」
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平成23年度　犬の登録・狂犬病予防注射日程
　喬木村では下記の日程で狂犬病予防注射を実施します。犬の狂犬病予防接種は狂犬病予防法に

より飼い主の義務となっておりますので毎年一回は必ず受けましょう。注射代金3,220円の他、

新規登録の場合は3,000円が必要となります。おつりの無いよう準備願います。

 お問い合せ先 　 たかぎ農村交流研修センター内　ふるさと振興課　　�３３－５１２７

（第１次）

獣医師時　　間場　　　　所地　　区月　日（曜）

松村 一成

９：００　～　９：１０野 田 原 会 所野田原・田の口

４月６日（水）

９：２５　～　９：３５西 村 バ ス 停
大 島

９：４０　～　９：５０牧 畑 集 落 セ ン タ ー

９：５５　～　１０：０５加 々 須 区 民 会 館
加 々 須

１０：１０　～　１０：１５桃 添 中 倉 庫

１０：２５　～　１０：３５集 落 セ ン タ ー寺 の 前

１０：４０　～　１１：００消 防 セ ン タ ー北

１３：１０　～　１３：３０第 一 公 民 館郭 ・ 町

１３：３５　～　１３：５５農 事 集 会 所南

１４：００　～　１４：１０帰 牛 原 公 民 館帰 牛 原

１４：１５　～　１４：２５上 の 原 集 会 所上 の 原

１４：３０　～　１４：４０上 平 集 落 セ ン タ ー上 平

１４：５０　～　１５：００医 泉 寺川南・上耕地

１５：０５　～　１５：１５田 上 川 消 防 セ ン タ ー田 本 平

１５：２０　～　１５：４０中 央 社 会 体 育 館馬 場 ・ 両 平

松村 一成

１３：３０　～　１３：４０氏 乗 公 民 館
氏 乗

４月７日（木）

１３：４５　～　１３：５０氏 乗 分 店 跡

１４：００　～　１４：１５大 和 知 公 民 館大 和 知

１４：２０　～　１４：４５第 二 公 民 館富 田

１５：００　～　１５：２０農 産 物 加 工 セ ン タ ー伊 久 間

１５：２５　～　１５：４０役 場 前※１

※1　地区の集合注射が受けられない方は、役場前での集合注射か訪問注射（２次のみ）をご利用下さい。

（第２次）

松村 一成

１２：００　～　１２：１０第 二 公 民 館
第１次で受けら

れなかった方５月１１日（水）

１２：２５　～　１２：３５伊久間農産物加工センター

１２：４０　～　１２：５０中 央 社 会 体 育 館

１２：５５　～　１３：０５第 一 公 民 館

１３：１５　～　１４：３０訪 問 注 射※２　希望者

※２　訪問注射を希望される方は、ふるさと振興課までご連絡下さい。

　

水
稲
生
産
の
需
給
調
整
と
、「
販
売
農

家
」
の
経
営
安
定
、
食
料
自
給
率
の
向

上
を
図
る
た
め
、
今
年
度
実
施
さ
れ
た

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
の
本
格
実

施
と
し
て
、
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制

度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
今
回
新
た
に
加
わ
る

「
畑
作
物
の
所
得
補
償
」
と
は
、
販
売

目
的
で
生
産
さ
れ
る
畑
作
物（
麦
・
大

豆
・
そ
ば
・
な
た
ね
・
て
ん
菜
・
で
ん

粉
原
料
用
ば
れ
い
し
ょ
）の
六
品
目
が

対
象
で
、
地
目
が
水
田
、
畑
に
拘
わ
ら

ず
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
播
種
前

契
約
・
等
級
検
査
等
が
必
須
と
な
り
ま

す
。
申
請
に
つ
い
て
は
、
例
年
提
出
い

た
だ
く
水
稲
生
産
実
施
計
画
書（
一
体

化
帳
票
）に
併
せ
て
必
要
書
類
を
提
出

し
て
頂
く
予
定
で
す
が
、
事
業
詳
細
、

来
年
度
予
算
と
も
に
国
で
未
確
定
の
部

分
が
あ
る
た
め
、
配
布
は
早
く
て
も
四

月
以
降
、
提
出
は
五
月
上
旬
ま
で
と
な

る
見
込
み
で
す
。
例
年
よ
り
事
業
実
施

が
大
幅
に
遅
れ
て
お
り
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
事
業
説
明
会
は
四
月
中

に
行
う
予
定
で
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解

を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

役
場
ふ
る
さ
と
振
興
課 
�
3
3－

5
1
2
7

J
A
喬
木
支
所
営
農
課 
�
3
3－

1
4
3
0

����
����
����
����
����
����
����
����

平
成　

年
度
農
業
者
戸
別
所
得

２３

補
償
制
度
に
つ
い
て

喬
木
村
水
田
農
業
推
進
協
議
会
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３月の村税等

口座振替日納期限

3月25日

◎口座振替の方は
預金の残高確認
をお願いします。

3月31日

国 保 税
（第12期）

介 護 保 険 料

後期高齢保険料

保 育 料

上 下 水 道 料

4
月
の
結
婚
相
談
日

○
日　

時

　

四
月
一
六
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
三
〇
分
〜
午
後
八
時
三
〇
分

○
場　

所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

喬
木
村
役
場　

住
民
課
福
祉
係

　

担
当：

小　

原

　

電
話：

３
３－

５
１
２
３

　

こ
の
時
期
、
転
入
、
転
出
に
よ

り
住
所
を
変
更
さ
れ
る
方
が
多
く

な
り
ま
す
。
左
記
の
届
出
方
法
等

を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
忘
れ

ず
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

転
入 
引
っ
越
し
て
き
た
場
合

　

引
っ
越
し
し
て
き
て
か
ら
一
四

日
以
内
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

届
出
に
必
要
な
も
の

・
転
出
証
明
書

　

（
前
住
所
地
で
転
出
の
届
出
の
際

に
発
行
さ
れ
ま
す
。）

・
印
鑑

・
本
人
確
認
資
料

　

（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
等
）

転
出 
引
っ
越
し
て
い
く
場
合

　

引
っ
越
し
す
る
日
ま
で
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
本
人
確
認
資
料

　

（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
等
）

・
保
険
証

　

（
国
保
、
介
護
加
入
者
）

・
こ
の
他
、
村
で
発
行
し
た
受
給

者
証

○
お
問
い
合
わ
せ

喬
木
村
役
場
住
民
課
住
民
係

�
３
３－

５
１
２
４（
直
）

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
年
度

改
定
さ
れ
ま
す
が
、
平
成
二
三
年

度
は
前
年
度
よ
り
八
〇
円
引
き
下

げ
ら
れ
た
月
額
一
万
五
、〇
二
〇
円

と
な
り
ま
す
。
毎
月
の
保
険
料
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
毎
年
四
月
の

上
旬
に
送
ら
れ
て
く
る
一
年
分
の

「
納
付
書
」
に
よ
っ
て
翌
月
の
末

日
ま
で
に
納
め
ま
す
。
な
お
、
保

険
料
は
二
年
を
過
ぎ
る
と
納
め
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

納
付
の
窓
口
は
、金
融
機
関（
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）ま
た
は
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
金

融
機
関
で
口
座
振
替
も
で
き
ま
す

（
年
金
事
務
所
で
も
口
座
振
替
の
お

申
し
込
み（
郵
送
も
可
）が
で
き
ま

す
）。

有
利
な
前
納
割
引
制
度

　

保
険
料
は
、
一
年
ま
た
は
六
カ

月
な
ど
、
定
め
ら
れ
た
月
数
分
に

つ
い
て
、
前
納
す
る
と
割
引
に
な

り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
平
成
二
三
年
度
の
一

年
分
の
保
険
料
は
総
額
一
八
万
二

四
〇
円
で
す
が
、
一
年
分
を
現
金

で
前
納
す
る
と
一
七
万
七
、〇
四
〇

転
入
・
転
出
さ
れ
る

方
へ
お
知
ら
せ

円
で
、
年
間
三
、二
〇
〇
円（
約
一
・

八
％
）の
割
引
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
口
座
振
替
に
よ
っ
て
前
納
す

る
と
一
七
万
六
、
四
六
〇
円
で
、

さ
ら
に
有
利
な
年
間
三
、七
八
〇
円

（
約
二
・
一
％
）の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
三
年
度
の
六
カ

月
分
の
保
険
料
は
総
額
九
万
一
二

〇
円
で
す
が
、
六
カ
月
分
を
現
金

で
前
納
す
る
と
八
万
九
、三
九
〇
円

で
、
七
三
〇
円（
約
〇
・
八
％
）の

割
引
に
、
六
カ
月
分
を
口
座
振
替

に
よ
っ
て
前
納
す
る
と
八
万
九
、

一
〇
〇
円
で
、
一
、〇
二
〇
円（
約

一
・
一
％
）の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
月
々
の
保
険
料
を
「
口

座
振
替
の
早
割
」
で
一
カ
月
早
め

て
納
付
す
る
と
、
年
間
六
〇
〇
円

（
月
額
五
〇
円
）の
割
引
に
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
平
成
二
三
年
度
の
一
部

納
付（
一
部
免
除
）の
保
険
料
月
額

は
、
四
分
の
三
納
付
で
一
万
一
、

二
七
〇
円
、
半
額
納
付
で
七
、五

一
〇
円
、
四
分
の
一
納
付
で
三
、

七
六
〇
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
一
部
納
付
に
つ
い
て
も
前
納

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
月
額
と

２３

有
利
な
前
納
割
引
制
度

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
労
働
基
準

監
督
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
受
験
資
格

�
昭
和
五
七
年
四
月
二
日
か
ら

　

平
成
二
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の

者
�
平
成
二
年
四
月
二
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
も
の

�
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

二
四
年
三
月
ま
で
に
卒
業
す
る

見
込
み
の
者

�
人
事
院
が
�
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
者

○
試
験
の
程
度

大
学
卒
業
程
度

○
受
付
期
間

平
成
二
三
年
四
月
一
日（
金
）か
ら

平
成
二
三
年
四
月
一
四
日（
木
）

○
試
験
日

第
一
試
験
日

平
成
二
三
年
六
月
一
二
日（
日
）

第
二
試
験
日

平
成
二
三
年
七
月
二
〇
日（
水
）・

二
一
日（
木
）の
い
ず
れ
か

○
お
問
い
合
わ
せ

長
野
労
働
局
総
務
部
総
務
課

�
0
2
6－

2
2
3－

0
5
5
0

ま
た
は
お
近
く
の
労
働
基
準
監
督

署
平
成　

年
度

２３

労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ
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人
事
院
・
国
税
庁
で
は
、
「
国

税
専
門
官
採
用
試
験
」
の
受
験
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
受
験
資
格

①
昭
和
五
七
年
四
月
二
日
か
ら

　

平
成
二
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方

②
平
成
二
年
四
月
二
日
以
降
生
ま

れ
の
方
で
次
に
掲
げ
る
も
の

�
大
学
を
卒
業
し
た
者

�
平
成
２
４
年
３
月
ま
で
に
大
学

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

�
人
事
院
が
�
･
�
に
掲
げ
る
方

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
者

○
受
付
期
間

平
成
二
三
年
四
月
一
日（
金
）か
ら

平
成
二
三
年
四
月
一
四
日（
木
）ま
で

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp
)

ま

た
は
飯
田
税
務
署
総
務
課
ま
で

�
0
2
6
5－

2
2－

1
1
6
5

平
成　

年
度　

国
税
専
門
官

２３

採
用
試
験
受
験
者
募
集

飯
伊
地
区

医
師
・
看
護
職
合
同
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
ご
案
内

　

平
成
二
四
年
度
に
医
師
や
看
護

職
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
皆
さ
ま

の
た
め
、
飯
伊
地
区
の
医
療
機
関

の
人
事
担
当
者
を
一
同
に
会
し
た

合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。

○
期　

日

平
成
二
三
年
四
月
三
〇
日（
土
）

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

○
会　

場

飯
田
女
子
短
期
大
学
地
域
響
流
館

（
飯
田
市
松
尾
代
田
六
一
〇

�
０
２
６
５－

２
２－

４
４
６
０
）

○
参
加
対
象
者

�
医
師
や
看
護
職
・
歯
科
衛
生
士

を
希
望
す
る
学
生
及
び
そ
の
保

護
者
等

�
医
療
機
関
へ
の
就
職
に
関
心
の

あ
る
中
高
生
及
び
そ
の
保
護
者

等
�
医
療
機
関
へ
の
復
職
希
望
者

�
そ
の
他

○
事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
参
加
費
は
無
料
で
す
。

○
主　

催

飯
伊
地
区
包
括
医
療
協
議
会

共
催　

飯
田
医
師
会
、
飯
田
下
伊

那
歯
科
医
師
会
、
飯
田
下
伊
那
薬

剤
師
会

○
お
問
い
合
わ
せ

飯
伊
地
区
包
括
医
療
協
議
会

�
０
２
６
５－

２
３－

３
６
３
６

平
成　

年
度

２３

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

春
募
集
説
明
会
の
ご
案
内

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
途
上
国
の
人

た
ち
と
と
も
に
様
々
な
課
題
の
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

長
野
県
内
で
は
、
四
月
九
日

（
土
）か
ら
四
月
二
三
日（
土
）の
間
、

県
内
三
会
場
（
長
野
市
二
回
、
松

本
市
一
回
）
に
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
「
募
集
説
明
会
＆
体

験
談
」
を
行
い
ま
す
。
参
加
は
無

料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し

下
さ
い
。
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

駒
ヶ
根
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.jic
a
.g
o
.jp
/k
o

m
a
g
a
n
e
/in
d
e
x
.h
tm
l

）

を
ご
覧
下
さ
い
。

（
連
絡
先
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
駒
ヶ
根

募
集
担
当：

唐
澤
国
洋
�
0
2
6

5－

8
2－

6
1
5
1
）

長
野
県
警
察
官

採
用
試
験

長
野
県
警
察
官
採
用
試
験（
Ａ
）

○
採
用
予
定
日

平
成
二
三
年
一
〇
月
一
日（
原
則
）

○
受
験
資
格

昭
和
五
六
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
四
年
生
大
学
を
卒
業

ま
た
は
平
成
二
三
年
九
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人

長
野
県
警
察
官
採
用
試
験（
Ｂ
）

○
採
用
予
定
日

平
成
二
四
年
四
月
一
日（
原
則
）

○
受
験
資
格

昭
和
五
六
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
四
年
生
大
学
を
卒

業
し
た
人
又
は
平
成
二
四
年
三
月

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

○
受
付
期
間

三
月
二
二
日
〜
四
月
一
八
日

○
第
一
次
試
験

五
月
八
日（
日
）

○
試
験
地

長
野
市
、
松
本
市
、
東
京
都

○
お
問
い
合
わ
せ

飯
田
警
察
署
総
務
課

�
0
2
6
5－

2
2－

0
1
1
0

自
衛
官
を
募
集
し
て

い
ま
す

○
自
衛
隊
で
は
、
陸
上
、
海
上
、

航
空
自
衛
隊
に
勤
務
す
る
自
衛

官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
種
目
】

二
等
陸
・
海
・
空
士（
男
子
）

　

陸
上
自
衛
隊
は
二
年
（
一
部
の

技
術
系
は
三
年
）、
海
上
及
び
航
空

自
衛
隊
は
三
年
を
一
任
期
と
し
て

勤
務
す
る
自
衛
官
の
コ
ー
ス
。
任

期
満
了
後
、
陸
上
自
衛
隊
は
二
年

ご
と
、
海
上
及
び
航
空
自
衛
隊
は

三
年
ご
と
に
継
続
任
用
の
道
が
あ

り
、
さ
ら
に
本
人
の
努
力
次
第
で

選
抜
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、
曹
や

幹
部
へ
進
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

一
八
歳
以
上
二
七
歳
未
満
の
者

【
受
付
期
間
】

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

○
自
衛
官
の
魅
力

・
国
際
平
和
の
貢
献
、
災
害
派
遣

な
ど
や
り
が
い
の
あ
る
職
域
で

す
。

・
自
衛
官
の
身
分
は
特
別
職
国
家

公
務
員
で
あ
り
、
我
が
国
の
平

和
と
独
立
を
守
る
と
い
う
特
殊

な
任
務
に
就
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
一
般
公
務
員
に
比
べ
手
当

が
充
実
し
て
い
ま
す
。

・
週
休
二
日
制
、
年
次
・
特
別
休

暇
な
ど
余
暇
の
充
実
が
図
ら
れ

ま
す
。

・
一
任
期
満
了
後
継
続
し
て
任
用

さ
れ
た
者
は
、
大
型
特
殊
自
動

車
、
ク
レ
ー
ン
運
転
士
、
情
報

処
理
者
、
簿
記
検
定
等
就
職
に

有
利
な
技
能
訓
練
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

・
東
京
圏
を
は
じ
め
各
地
の
大
学

（
二
部
）、
専
門
学
校
に
部
隊
か

ら
通
学
で
き
ま
す
。
ま
た
、
通

信
教
育
を
受
け
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

・
任
期
満
了
後
及
び
退
職
後
有
利

な
条
件
で
就
職
で
き
る
よ
う
に

就
職
援
護
制
度
が
あ
り
、
個
人

の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
就
職
先
を

斡
旋
し
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

�
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

〒
三
八
〇－

〇
八
四
六

長
野
市
旭
町
一
一
〇
八
番
地

長
野
第
二
合
同
庁
舎
内

�
０
２
６－

２
３
３－

２
１
０
８

�
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

飯
田
出
張
所

〒
三
九
五－

〇
〇
五
三

飯
田
市
大
久
保
町
二
六
三
七－

三

飯
田
地
方
合
同
庁
舎

�
０
２
６
５－

２
２－

２
６
１
３
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 ～睡眠キャンペーン～ 

　日本における自殺者数は、平成10年から12年連続で３万人を超え

ています。

　その中でも、中高年男性の自殺がもっとも多く、自殺は、がん、

心疾患、脳血管疾患の三大死因に匹敵する問題となっています。中

高年の自殺で、「うつ」が起因しているものは少なくありません。た

だし、「うつ」の症状には、本人の自覚しにくいものも多く、家族

や周りの人も気づきにくい傾向があります。そのような中で、「う

つ」の症状の中で、もっとも自覚しやすいものは「不眠」です。２

週間以上継続する不眠が、うつ病の早期発見・早期治療、ひいては

自殺予防につながります。

　「睡眠」の問題を切り口として、「うつのサイン」に気づいていた

だくこと、早めの専門機関への受診を促すことがキャンペーンの目

的です。

相　談　窓　口　一　覧

医　療

かかりつけ医へ相談しましょう

●専門医（精神科、心療内科）での相談もよいで
しょう

心と身体の相談

●精神保健福祉センター �026-224-3626

●心の電話相談 �026-227-1810
 月曜日～金曜日（9：30～16：00）

●飯田保健所精神保健福祉相談
 �0265-53-0444
 毎月第２木曜日午前（予約制）

大切な「いのち」を守るために

●自殺に関する相談
　｢こころの健康相談統一ダイヤル｣
　�0570-064556（平日9：30～16：00）

●長野いのちの電話
　�026-223-4343（11：00～22：00）

●松本いのちの電話
　�0263-29-1414（11：00～22：00）

●NPO東京自殺防止センター
　�03-5286-9090（年中無休20：00～18：00）

住民課  健康保険係　電話 （直通）33―5125　FAX33―3679
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福祉活動、ボランティア活動に取り組んでいます！！
～アルミ缶・牛乳パック回収～
　福祉リサイクル委員会を中心にアルミ缶・牛乳パック回

収を行っています。

　今年度はアルミ缶・牛乳パック回収で得た収益金で介護

用ベッド２台を購入できました。２月２４日には、購入した

介護用ベッドを社会福祉協議会に贈る贈呈式を行いました。

�贈呈式の様子�

　福祉リサイクル委員会では、アルミ缶・牛乳パック回収

の他に、ペットボトルキャップの回収も行っています。

　喬木村の福祉活動に協力できるように、身近なことから

全校で取り組んでいます。

～３年生福祉体験～
　３年生は福祉体験学習を行っています。今年度も地域の福祉施設で全３回の体験を行いました。利用者さんとと

もに作業を行ったり、レクリエーションをしたりする中で、自分たちから積極的に関わることや笑顔でコミュニ

ケーションをとることの大切さを学びました。学校では体験できない、貴重な体験をすることができました。

～有志ボランティア活動～
　委員会の活動や学年の活動の他に、有志の生

徒が喬木荘と悠生寮の夏祭りにボランティアと

して参加しています。出店の手伝いや利用者さ

んへの配膳などを手伝わせていただきました。

　これからもこうした活動を通して、福祉やボ

ランティアに対する意識を全校で高めていきた

いと思います。
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２月24日、喬木中学校体育館にて介護用ベッドの贈呈式がありました

喬木中学校より介護用ベッドを寄贈していただきました

赤い羽根共同募金配分金事業

「稲穂会」一人暮らし高齢者の集い
日帰り旅行に行って来ました！

　２月１４日昼神温泉郷と、１５日よし乃亭へ日帰り

旅行に行ってきました。今回はコースを分けて総

勢４０名の方が参加され、昼神では観劇を堪能し、

よし乃亭ではゆったりとのんびり過ごしました。コー

スを分けたことで参加者も増え懐かしい顔に皆さ

んお話が弾み、あっと言う間に時間が過ぎてしま

いました。２３年度も多くの方に参加していただけ

るように企画いたします。お楽しみに！

第一小学校から

ペットボトルのキャップをいただきました

　３月１日、喬木第一小学校の児童会からペット

ボトルのキャップ約１２０kgいただきました。個数に

すると約５０,０００個になります。第一小学校では９月

にも６５kg、約２６,０００個もいただいており３月中に村

内で回収した分全てを集めて換金し、ＮＰＯ法人

世界の子どもにワクチンを日本委員会（ＪＶＣ）

へ送金いたします。９月から開始したペットボト

ルキャップ収集の結果は次号で御報告いたします。

　ご協力いただいた皆様ありがとうございました。

　中学校学友会では、福祉・リサイクル委員会が中心

となり生徒の皆さんの協力でアルミ缶・牛乳パックの

回収により、介護用ベッドが２台贈呈されました。

　いただいたベッドは村内の必要な方へ貸し出され、

毎年いただいている福祉用具とともに大切に使わせて

いただきます。

　ご協力いただいた喬木中学校学友会の皆さんありが

とうございました。
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くりんネットたかぎ ４月の自主番組

くりんネットたかぎ　電話 33－3666
FAX 33－3669

内容・出演者など番　　　組月日

４月の村・公民館・学校などの行事予
定をお伝えします

今 月 の 暦金1

曲の歴史や背景を紹介しながらお送り
します

クラシックを楽しもう土2

第１６回　農業問題合同研修会から話 の 広 場日3

スタートにちなんだ曲、リクエスト
（入学・就職シーズンの曲）

ミュージックボックス月4

私の交通安全 交通安全協会交 通 安 全 の 日火5

赤い羽根共同募金事業
「新潟中越大震災　被災者講演会」から

地震に備えよう
水6

　震度７の直下型地震
　中越大震災から学ぶ“地域力”とは

木7

定例教育委員会の内容から 原教育長みらいをみつめて金8

下伊那農業改良普及センターからこちら普及センターです土9

新しい補助制度について
 役場ふるさと振興課

村 の 窓 口日10

飯伊ブロックボランティア研究集会から
その①

福 祉 便 り ①月11

ご存知ですか？　「農村生活マイスター」がんばるたかぎ火12

平成23年度 ＪＡ喬木支所体制について
 下岡支所長

ＪＡアワーみなみの風水13

くりんネット番組企画委員会からマ イ ク で 散 歩木14

今日は防火の日
 喬木村消防団 新団長　内山岳彦さん

１１９番火の用心金15

音楽のリクエストお寄せ下さいミュージックボックス土16

水稲の育苗管理
 ＪＡ喬木支所営農課　久保田技師

明 日 へ の 農 業日17

平成２３年度の事業について
 公民館主事

公 民 館 便 り月18

飯伊ブロックボランティア研究集会から
その②

福 祉 便 り ②火19

短歌の鑑賞 福澤亀人さんマ イ ク 文 芸水20

情報誌「たかぎ」５月号の内容をご紹
介します

声 の 情 報 誌木21

家の光わが子に贈る創作童話「かみさ
まのかいだん」 家の光読みまい会

暮 ら し の 便 り金22

北部５町村共同講演会
長野市大岡診療所長　内場 廉（きよし）先生の講演

土23

肥満、動脈硬化を防ぎ、寝たきりに
ならないようにしよう！

日24

資料館のお宝
喬木村文化財保護委員長　牧内英亮さん

郷土史シリーズ月25

飯田広域消防本部からお送りします広 域 消 防火26

椋鳩十記念館図書館の話題から記念館図書館便り水27

俳句寸評 吉川照子さんマ イ ク 文 芸木28

中学校の話題から
 喬木中学校放送委員会

青い風にのせて金29

４月の話題を振り返ってお送りします今 月 の 出 来 事土30

＊尚、番組は都合により予告無く変更となる場合もあります。予めご了承下さい。

喬木村 6664番地

TEL 33－3666　FAX 33－3669

～4月の番組から～
地震に備えよう

　６日（水）・７日（木）

　中越大震災　被災体験講演会から

赤い羽根共同募金事業の一環として１月22

日の夜に行なわれた「被災体験講演会」

からお送りします。（喬木村社会福祉協議

会主催）

2004年10月に発生した中越大震災の体験

から、NPO法人防災サポートおぢや語り

部で、小千谷新聞社主筆・藤田徳英さんの

講演です。

寝たきりを半分に減らす
　23日（土）・24日（日）

　長野市大岡診療所長　内場　廉先生

昨年１０月に行われた北部５町村共同事業「健

康づくり講演会」から、内場廉先生のお話

を好評につき再放送いたします。

寝たきりにつながる脳血管疾患、その原因

となる動脈硬化…これを防ぐには食事が

とても大切！ご自身も何十キロもの減量

に成功した経験から、笑いを交えて楽しく

講演されました。ぜひご家族でお聴き下さ

い。

☆★☆ くりんネットからのお知らせ ★☆★

●くりんネットに音楽のリクエストをお

寄せ下さい。

　エピソードも添えていただければ幸い

です。

　お便りお待ちしています！

お気軽にお電話下さい

寝 た き り を
半 分 に 減 ら す




